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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

子
供
議
会

そ
の
他

こ
ん
な
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案
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審
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ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
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委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

子
供
議
会

そ
の
他

庁舎1階機械室にある非常用発電機

町長

交通網生かし企業誘致
を図りたい

質
問
令
和
２
年
度
の
町
政
運
営
に

当
た
り
、
町
と
し
て
の
特
長

を
生
か
し
た
他
の
自
治
体
と
変
わ
っ

た
取
り
組
み
は
何
か
。

答
弁

町
長　

令
和
２
年
度
か
ら

５
ヵ
年
を
計
画
期
間
と
し

た
、
第
２
期
玉
村
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
東
毛
広
域
幹
線

道
路
と
い
っ
た
本
町
の
優
れ
た
交
通

網
を
生
か
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
北
地
区
を
工
業
専
用
地
域

と
し
て
優
良
企
業
の
誘
致
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

の
編
成
に
当
た
り
、
６
億
５

千
万
円
の
財
政
調
整
基
金
と
４
億
円

の
臨
時
財
政
対
策
債
を
充
て
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
財
政
健
全
化
と
理
解
し

て
よ
い
の
か
。

答
弁
町
長　

こ
の
状
況
が
財
政
健

全
化
で
あ
る
と
は
思
わ
な

い
。
本
町
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
平
成
30
年
度
決
算
に

お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
は
96
・
１
％

と
引
き
続
き
硬
直
化
傾
向
を
示
す
と

と
も
に
、
実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字

で
あ
り
、
構
造
的
に
も
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
税
収
増
に
つ
な

が
る
施
策
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
工

夫
を
重
ね
て
経
費
節
減
を
図
り
な
が

ら
施
策
を
進
め
、
安
心
安
全
で
活
力

あ
る
未
来
に
希
望
を
つ
な
げ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
。

町
が
管
理
し
て
い
る
街
路

樹
に
つ
い
て

質
問
総
合
運
動
公
園
か
ら
県
立
女

子
大
学
の
南
側
道
路
に
植
栽

さ
れ
て
い
る
桜
は
木
が
老
化
し
、
大

型
車
の
通
行
に
も
支
障
が
あ
る
。
ま

た
、
上
新
田
の
旧
滝
川
道
路
の
桜
並

木
は
、
中
央
の
歩
道
が
桜
の
根
に
よ

り
舗
装
が
ひ
び
割
れ
、
通
行
に
危
険

で
あ
る
。
伐
採
を
含
め
改
善
を
望
む
。

答
弁
町
長　

で
き
る
限
り
現
状
を

維
持
す
る
考
え
だ
が
、
ひ
び

割
れ
等
が
危
険
な
場
合
に
は
随
時
補

修
し
て
い
く
。

外
国
人
労
働
者
の
子
供
た

ち
へ
の
対
応
は

質
問
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ
り

外
国
人
が
増
え
て
い
る
が
、

そ
の
子
供
た
ち
へ
の
対
応
は
。

答
弁
教
育
長　

本
町
に
住
所
が
あ

れ
ば
、
幼
稚
園
や
保
育
所
は

町
民
と
同
様
に
利
用
で
き
る
。
小
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
就
学
の
義
務
は

な
い
が
積
極
的
に
勧
め
て
い
る
。

質
問
非
常
時
の
電
源
確
保
は
必
須

だ
。
非
常
用
発
電
機
等
の
整

備
状
況
は
。

答
弁
町
長　

災
害
対
策
本
部
で
あ

る
庁
舎
敷
地
の
浸
水
想
定
変

更
に
伴
い
、
非
常
用
発
電
機
の
電
源

切
替
盤
の
嵩
上
げ
工
事
を
行
い
、
水

深
１
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
ま
で
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
避
難
所

と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室
に
非
常

用
電
源
を
新
た
に
整
備
す
る
。

　

停
電
時
の
電
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

発
電
機
だ
け
で
は
燃
料
に
よ
る
発
電

時
間
の
制
約
等
も
あ
る
の
で
今
後
は

非
常
用
バ
ッ
テ
リ
ー
も
併
用
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
災
害
対
策
本
部
の
装
備

品
と
し
て
、
従
事
す
る
職
員
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
専
用
ベ
ス
ト
を
揃

え
る
ほ
か
、
夜
間
や
停
電
時
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
購

入
す
る
。

質
問
中
枢
機
能
を
果
た
す
災
害
対

策
本
部
の
役
割
が
重
要
だ
。

組
織
体
制
は
。

答
弁
町
長　
「
玉
村
町
地
域
防
災

計
画
」
を
策
定
し
、
災
害
に

対
す
る
予
防
や
災
害
発
生
時
の
災
害

対
策
本
部
の
体
制
や
役
割
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
ま
た
、
水
害
の
初
期

段
階
に
つ
い
て
は
「
水
防
計
画
」
で

定
め
て
い
る
。

　

災
害
に
つ
い
て
は
初
動
対
応
が
最

も
重
要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
水
防

計
画
で
は
詳
細
な
初
動
内
容
が
定
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
台
風
19
号
の

際
に
は
、
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
伝

達
や
避
難
情
報
の
発
信
、
避
難
場
所

開
設
・
運
営
等
の
対
応
が
不
十
分
だ
っ

た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
地
域
防
災
計

画
及
び
水
防
計
画
を
見
直
し
、
組
織

の
役
割
や
業
務
分
担
等
を
明
確
化
し

て
、
災
害
対
応
力
を
充
実
さ
せ
た
い
。

質
問
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
誰
が
何

を
実
行
す
る
か
明
確
に
決
め

ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
定
期
的
に

訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
弁
環
境
安
全
課
長　

現
在
の
動

員
計
画
で
は
十
分
と
は
言
え

な
い
。
非
常
時
に
混
乱
を
生
じ
な
い

よ
う
に
、
細
か
く
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
決
め
た
も
の
を
作
成
し
た
い
。
訓

練
が
大
切
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

机
上
訓
練
を
定
期
的
に
行
う
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
は
、
実
際
に
動
い
て

の
実
地
訓
練
も
年
に
一
回
程
度
、
必

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

電
力
量
（
電
気
代
）
の
削
減
に
つ
い

て

• 

利
根
川
、
烏
川
の
河
川
改
修
計
画
に

つ
い
て

町長

組織内の業務分担を　　
明確化する

老化した桜の植えかえを

特長生かした
町独自の取り組みは

災害対策本部の
　機能強化・充実を


